
　
①  やっと20歳になれてうれしい気持ちです。

大人になったということをしっかり自覚し、
これからも精一杯頑張っていきたいと思い
ます。

② 交通の便をもっと増やしてほしい。
③  いつもわがままで迷惑ばかりかけるバカ娘で

すが、どんなときでも味方でいてくれ、時に優
しく時に厳しくここまで育ててくれたことに
感謝しかありません。いつも本当にありがと
う。これからもよろしくね。みんな大好き♥

● 内城まりな（三反田）

　
①  地域の方々の支えもあり、新成人となるこ

とができました。これからは私たちが地域
を支えていきたいと思います。

② 明るい入山辺、高齢者事故のない入山辺。
③  20年間育ててくれた両親にこれから恩返し

をしていきたいです。

● 矢島　友貴奈（北入中部）

　
①  新成人として自覚を持ち、感謝への気持ちを忘れずに、何事にも挑戦し続

けられるように努力していきたい。
② 若者が帰ってきやすいような地域になってもらいたい。
③  親のおかげで無事に成人を迎えることができました。社会人として責任を持

ち頑張ります。今まで苦労掛けた分、これからちゃんと恩返しするからね！！ 

● 鈴木　宙（中入中部）

　
①  自分の人生に責任を持ち、堂々

と生きていたい。
② 現状維持　③ ありがと。

● 新井　あゆ美（西桐原）

　
①  成人式を迎えるという実感が

ないです。抱負ですが、20歳
という大人の仲間入りをする
ので、大人に見合った行動を
心がけていきたいと思います。

②  若い人がもっと過ごしやすく
して欲しいのと、地域にお店
ができて欲しいです。

③  20歳まで育てていただき、あ
りがとうございます。これか
らもがんばります。

● 原田　成（南方）

　
①  今は地元にいないけど、就職は戻って

くるので社会人がんばりたいです。
②  生活に不便な面が多いので（バスやコン

ビ二）もっと生活しやすくなったら住み
たいと思う人も多くなると思います。

③  成人を迎えたので自立した大人になり
ます！コロナに気をつけて。

● 大澤　鈴音（西桐原）

　
①  ４月から社会人として働くうえで、周りの皆様から信頼して頂

けるような責任のある行動を意識していきたいと思います。
笑顔を大切にし、毎日楽しく過ごしていきたいと思います。

②  コロナウイルスと寒さに負けず、元気で明るい入山辺になっ
てもらいたいと思います。

③  いつもありがとうございます。これから働いて、恩返しが
できたらと思います。これからもよろしくお願いします。

● 矢島　芽衣（北入中部）

　
①  成人式を迎え、これでようやく大人への仲間入り、と言いた

いところですが、どうもまだ高校５年生のような気分で過ご
してしまっています。なのでこれを機に一人前の大人になれ
るよう努力し、今目の前にあることに情熱を注ぎたいと思う。

②  入山辺は高齢化が進む社会の中で、皆さん活気があり、い
きいきしているように感じられます。

③  あともうしばらくお世話になりますが、働きだしたときに
は容赦なく頼ってください。３人のおかげで無事20歳にな
りました。ありがとうございました。

● 赤羽　優斗（南方）

　

皆
さ
ん
の
記
憶
に
残
る
と
と
も

に
、
今
後
も
人
々
の
記
憶
に
残
る

で
あ
ろ
う
年
に
成
人
を
迎
え
ら
れ

た
皆
さ
ん
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【 

中
止
に
す
る
理
由 

】

 

（
松
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
・

　
４
月
16
日
時
点
）

⑴�

東
京
都
ほ
か
５
府
県
に
、
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
発
出
さ

れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
感
染
が

急
速
に
拡
大
し
て
お
り
、
長
野

県
か
ら
「
医
療
警
報
」
が
発
出

さ
れ
た
。

⑵�

４
月
９
日
に
行
わ
れ
た
松
本
市

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
会
議
に
お
い
て
、
感

染
拡
大
地
域
か
ら
の
移
動
を
で

き
る
だ
け
控
え
る
よ
う
市
民
の

皆
様
に
呼
び
か
け
た
。

⑶�

４
月
12
日
時
点
、
長
野
県
内
に

お
い
て
も
変
異
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
18
人
報
告
さ
れ
て
お

り
、
変
異
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

は
、
若
年
層
へ
の
感
染
拡
大
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

５月に行われる予定だった成人式は中止とな
りました。入山辺地区では、13名（男性５名、
女性８名・住民登録上）が新成人となりました。
入山辺地区出身の９名に今後の抱負などを聞き
ました！

● 氏名（町会名） 
① 成人式を迎えた感想と今後の抱負
② どんな入山辺になってほしいか
③ 家族にむけて一言

　

令
和
３
年
１
月
10
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
松
本
市
成
人
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
５
月
９
日
に
延

期
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
５
月
開
催
で
予
定
し

て
い
た
令
和
３
年
松
本
市
成
人
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
全
国
で
の
拡
大
の
な
か
、
早

期
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
こ
と
、

特
に
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
延

期
で
は
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
た
こ
と
が
当
た
り
前
で
な
く

な
っ
た
生
活
を
強
い
ら
れ
１
年
以

上
が
た
ち
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
成
人
式
を
楽
し
み
に
準
備
を
し

て
来
た
、
御
家
族
を
含
め
た
皆
さ

ん
の
落
胆
を
思
う
と
心
が
締
め
付

け
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
集
合
写
真
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
公
民
館
報
の
入
山
辺
版

に
１
月
号
掲
載
予
定
で
依
頼
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
載
せ
お
祝
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

世帯数
　男
　女
総人口

８５４戸
９２５人
９６８人

１，８９３人

★ 

コ
ロ
ナ
に
な
ん
か
負
け
る
な

新成人のメッセージ

令和３年５月1日現在

　
①  生まれて20年、とてもあっという間だった

と感じると同時に、大人になることの責任
感を感じています。今まで育ててくれた家
族や、お世話になった様々な方に感謝の気
持ちを伝えるとともに、恩返しができるよ
う、素敵な大人になります。

②  入山辺の地を離れて感じる、入山辺の素敵な
ところは、人の温かさです。すれ違うと明
るく挨拶をしてくれるなど、子どもたちを
温かく見守っているところが素敵だと思い
ます。なのでこれからも大切にし、そして
自分自身もそのような存在になりたいです。

③  20年間、育ててくれてありがとうございま
す。これから沢山親孝行するので、ずっと
元気でいてください。

● 武井　理奈（橋倉） 
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◎
５
月
23
日
（
日
）

　

町
会
対
抗
球
技
大
会

◎
７
月
中
（
未
定
）

　

第
33
回
親
子
ひ
ろ
ば

◎�

９
月
12
日
（
日
）

　
第
37
回
市
長
杯
争
奪
球
技
大
会
・

　

東
山
部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

◎
10
月
10
日
（
日
）

　

第
63
回
市
民
体
育
大
会

◎
10
月
17
日
（
日
）

　

第
91
回
入
山
辺
地
区
大
運
動
会

◎
10
月
31
日
（
日
）

　

第
37
回
市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

◎
11
月
７
日
（
日
）

　

第
44�

回
入
山
辺
地
区
文
化
祭

　

�（
町
会
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
同
時
開
催
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
入
山
辺
地
区
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ
配
属
と
な
り

ま
し
た
。
出
張
所
窓
口
の
他
に
、

地
区
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
住
み
良

い
入
山
辺
を
目
指
し
て
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

住
ま
い
は
隣
の
里
山
辺
で
す
が
、

通
勤
で
は
坂
を
上
り
な
が
ら
行
き

交
う
方
と
あ
い
さ
つ
で
き
、
地
域

の
方
と
身
近
に
触
れ
合
う
一
歩
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

住
民
の
方
の
集
う
場
に
顔
を
出
し
、

あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
に
触
れ
、

現
場
で
柔
軟
に
動
け
る
地
域
密
着

職
員
に
な
れ
る
よ
う
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

　

入
山
辺
に
来
て
印
象
に
思
っ
た

の
は
「
こ
ん
な
山
辺
に
す
る
じ
ゃ

ん
会
」
の
定
例
会
で
感
じ
た
、
一

緒
に
楽
し
い
入
山
辺
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
熱
い
思
い
で
す
。
こ
れ
ま

で
築
い
て
き
た
会
の
パ
ワ
ー
を

も
っ
と
広
く
地
域
に
浸
透
で
き
る

よ
う
に
、事
務
局
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

様
々
な
機
会
に
皆
さ
ん
と
お
会

い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
入
山
辺
公
民
館
へ

参
り
ま
し
た
。

　

入
山
辺
は
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
て
お
り
、
神
社
仏
閣
、
文
化
遺

産
等
も
多
く
、
歴
史
あ
る
素
晴
ら

し
い
地
区
で
あ
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
関
係
で
、
自
粛
ム
ー
ド
が

高
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
感
染
予
防
を
徹
底
し

な
が
ら
、
明
る
く
楽
し
め
る
よ
う

な
活
動
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
山
辺
に
は
「
こ
ん
な

山
辺
に
す
る
じ
ゃ
ん
会
」
と
い
う

団
体
が
あ
り
、
入
山
辺
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

食
や
観
光
だ
け
で
な
く
、
自
然
環

境
の
整
備
等
、
そ
の
活
動
は
ど
れ

も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、
皆

様
の
入
山
辺
に
対
す
る
愛
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

公
民
館
で
の
勤
務
は
初
め
て
の

た
め
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆

様
と
と
も
に
、
入
山
辺
を
盛
り
上

げ
て
い
け
る
よ
う
、
精
一
杯
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町�

会�

連�

合�

会�

長

防�

犯�

協�

会�

長

人
権
啓
発
推
進
協
議
会
長	

・
中
澤　
　

孝

入
山
辺
記
念
林
協
議
会
長	

・
山
内　
　

昇

入
山
辺
記
念
林
委
員
長	

・
村
田　

義
彦

農
振
推
進
協
議
会
長	

・
百
瀬　

房
雄

松
本
市
農
業
委
員	

・
百
瀬　

道
雄

松
本
市
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

	

・
朝
倉　

啓
雄

防
災
部
会
長	

・
西
澤　

訓
男

防
災
福
祉
女
性
部
長	

・
赤
羽　

幸
子

衛
生
協
議
会
長	

・
村
田　

弘
良

入
山
辺
社
会
福
祉
協
議
会
長	

・
百
瀬　

次
彦

福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会
長	

・
田
中　

章
司

福
祉
ひ
ろ
ば

専
任
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー	

・
矢
島　

裕
子

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長	

・
増
澤　

良
枝

入
山
辺
公
民
館
長	

・
小
笠
原
鉄
夫

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長	

・
朝
倉　

康
直

町
内
公
民
館
長
会
長	

・
木
下　

政
久

子
ど
も
会
育
成
会
長	

・
百
瀬　

清
子

体
育
協
会
長	

・
久
保
田
康
義

交
通
安
全
協
会
支
部
長	

・
松
崎　

博
美

消
防
第
十
八
分
団
長	

・
赤
澤　

英
治

公
民
館
報
編
集
委
員
長	

・
朝
倉　

康
直

老
政
会
長	

・
栁
澤　
　

正

入
山
辺
保
育
園
保
護
者
会
長	

・
八
木
澤
季
代
子

山
辺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長	

・
鎌
倉
え
り
菜

山
辺
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表	

・
中
村　

理
恵

町
会
長

　

橋
倉	

・
武
井　

秀
樹

　

南
方	

・
百
瀬　

次
彦

　

西
桐
原	

・
百
瀬　

房
雄

　

東
桐
原	

・
中
澤　
　

孝

　

舟
付
／
宮
原	

・
百
瀬　

建
一

　

北
入
中
部	

・
丸
山　

守
明

　

千
手
／
駒
越	

・
赤
羽　
　

正

　

三
反
田
／
奈
良
尾	

・
田
中　

章
司

　

上
手
町	

・
大
輪　

広
文

　

原
／
厩
所	

・
飯
濵　
　

修

　

大
仏
／
一
の
海	

・
石
原　

正
雄

　

大
和
合
／
牛
立	

・
羽
山　

宣
夫

　

三
城	

・
前
田　

純
一

町
内
公
民
館
長

　

橋
倉	

・
赤
羽　

健
治

　

南
方	

・
百
瀬　

英
昭

　

西
桐
原	

・
田
村　

隆
昭

　

東
桐
原	

・
木
下　

政
久

　

舟
付
／
宮
原	

・
村
田　
　

厚

　

北
入
中
部	

・
丸
山　
　

晃

　

千
手
／
駒
越	

・
加
納　

和
夫

　

三
反
田
／
奈
良
尾	

・
齋
藤
今
朝
義

　

上
手
町	

・
古
田　

政
美

　

原
／
厩
所	

・
中
野　

義
郎

　

大
仏
／
一
の
海	

・
石
原　

幸
一

　

大
和
合
／
牛
立	

・
羽
山　

和
伸

　

三
城	

・
前
田　

純
一

民
生
・
児
童
委
員

　

橋
倉
／
南
方	

・
武
井　

久
枝

　

西
桐
原	

・
桐
原　

俊
幸

　

東
桐
原	

・
臼
山　

洋
子

　

舟
付
／
宮
原	

・
新
井　

絹
子

　
北
入
中
部
／
千
手
／
駒
越	

・
土
屋　

春
一

　
三
反
田
／
奈
良
尾
／
上
手
町	

・
市
川　

節
枝

　
原
／
厩
所
／
大
仏
／
一
の
海	

・
朝
倉　

康
直

　

大
和
合
／
牛
立	

・
羽
山　

惠
子

　

三
城	

・
前
田　

民
江

主
任
児
童
委
員	

・
木
下
誠
一
郎

入
山
辺
公
民
館

主
事

　
吉
田
　
将
大

入
山
辺
地
区

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

主
事　

石
川
　
和
也

役
員
紹
介

令
和
３
年
度　
役
員
紹
介

人
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